
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５  学校規模適正化の取組に伴う校名の扱いについて 
令和 6年 12月 16日 

学校配置マネジメント担当作成 
 

年度 取組対象校 
校名変更

の有無 
統合校 統合校の敷地 経緯等 

H16 

創成小学校 有 

資生館小学校 旧創成小学校 

校名検討委員会の選考部会を設置し、校名検討委員会が既存の校名以外と指定した上で校名についての公募を行い、検討の結果、本市小学校の起源

であり、４小学校の系譜をたどるといずれも資生館が起源となっており、再び一つにまとまり初心に返って新たなるスタートをするという未来への思

いを込めて校名検討委員会が「資生館小学校」に決定したとして報告書を教育委員会に提出した。 

大通小学校 有 

豊水小学校 有 

曙小学校 有 

H23 

もみじ台小学校 有 
もみじの森小学校 旧もみじ台西小学校 

学校再編についての意見書（「統合校の名称は、この度の統合再編案について地域の理解を得た上で、慎重に検討を進めることが望ましいと考えられ

ることから、意見書提出後、別途検討を行うこととする」と記載）を教育委員会に提出後、検討委員会の中で校名について検討する回（機会）を設け、既

存の校名以外と指定した上で公募した。今の校名のままでいいという意見もあったが、「新しい学校を作る」という考えの下これまで検討してきた経緯

もあり、地域名を象徴する「もみじ」を冠し、校名が対となる名称を用いることで一体感をもってともに歴史を刻んでいくという考え（※両校は同時に

開校することが決まっていた）から、「もみじの森小」「もみじの丘小」に決定し、校名についての意見書を教育委員会に提出した。 

もみじ台西小学校 有 

みずほ小学校 有 
もみじの丘小学校 旧みずほ小学校 

もみじ台南小学校 有 

東米里小学校 無 米里小学校に通学 米里小学校 H22年時点で小学校は 1学級、中学校は２学級の複式学級となっており、教育環境向上のため早期の対応が必要であると教育委員会が考え、住民

説明会や地域懇談を経て閉校が決まり、これまで東米里小学校・中学校へ通学していた児童・生徒は米里小学校・米里中学校への通学することとなっ

た。なお、校名については議論されなかった。 東米里中学校 無 米里中学校に通学 米里中学校 

H24 

真駒内小学校 有 
真駒内公園小学校 旧真駒内曙小学校 統合に関する検討委員会が統合に関する意見書（統合校の名称は、真駒内地域の「新しい学校」としてふさわしい名称にしていただきたい、と記載）を

教育委員会に提出後、別組織である校名検討委員会を設置し、統合校の校名について検討することとした。既存校以外と指定して校名を公募し、従前

と同じ校名にする意見も一部出ていたが、検討委員会で検討した結果、両方新しい校名となり、校名に関する意見書を教育委員会に提出した。それぞ

れ、北部統合校の西側に「真駒内公園」、南部統合校の東側に「桜山」が位置していたことから、それぞれを校名に含むこととした。 

真駒内曙小学校 有 

真駒内南小学校 有 
真駒内桜山小学校 旧真駒内南小学校 

真駒内緑小学校 有 

H28 豊滝小学校 無 簾舞小学校に通学 簾舞小学校 

H27年度時点で、豊滝小学校は児童のいない学年や一人しか児童のいない学年があり、教育環境向上のため早期の対応が必要であると 

教育委員会が考え、地域との懇談会を経て豊滝小学校の閉校が決まり、これまで豊滝小学校に通学していた児童生徒は簾舞小学校へ通学することと

なった。なお、校名については議論されなかった。 

H31 

石山小学校 有 

石山緑小学校 旧石山小学校 

統合についての意見書（「新設校の名称については、今後も引き続き検討を行い、別途意見書を提出する」と記載）を教育委員会に提出後、校名案は既

存の校名以外と指定して公募したにも関わらず、ある一定数の方々が「石山小」と記載した。「石山小学校」の名前を残したいという声が多かったが、石

山部会での協議の結果、地域の思いを受け止めつつ、子どもたちの平等なスタートのため、地域名の「石山」を冠した新しい校名とすることとし、結果、

「石山緑小学校」に決定。 

石山南小学校 有 

上野幌西小学校 有 

ノホロの丘小学校 旧上野幌東小学校 

統合についての意見書（「新設校の名称については、今後も引き続き検討を行い、別途意見書を提出する」と記載）を教育委員会に提出後、既存の校名

以外と指定し校名の公募を行った。上野幌・青葉地域南側部会で検討の結果、両校の子どもにとってなじみがある「ノホロ」を用いた「ノホロの丘小学

校」に決定。 上野幌東小学校 有 

R2 

上野幌小学校 有 

新札幌わかば小学校 旧上野幌小学校 

統合についての意見書（「新設校の名称については、今後も引き続き検討を行い、別途意見書を提出する」と記載）を提出後、既存の校名以外と指定し

校名の公募を行った。上野幌・青葉地域北側部会で検討の結果、地域を表す言葉である「新札幌」と若葉が青葉（※青葉中が指定校）に育っていく様子

を例えて「新札幌わかば小学校」に決定。 青葉小学校 有 

R3 

常盤小学校 有 

芸術の森小学校 
両校敷地から概ね中

間にあった市有地 

芸術の森部会で統合についての意見書（「新設校の名称については、今後も引き続き検討を行い、別途意見書を提出する」と記載）提出後、既存の校名

を候補に含めて校名を公募した。「常盤小」のままにする意見が２番目に多く出たが、両小学校にとって平等な新設校として開校できるよう、「常盤」や

「石山」を使用しない新しい校名とする方針を芸術の森部会で決定し、結果、「芸術の森小学校」に決定。 石山東小学校 有 

R4 
もみじ台中学校 無 

もみじ台中学校 もみじ台中学校 
検討委員会で検討した結果、より早い統合が望ましいことから、「もみじ台中学校」の学校名をそのまま使い、将来小中一貫校設置の際に新しい校名を

検討するという結論になった。 もみじ台南中学校 有 

 

 

 

 


